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社
会
学
史
関
係
資
料

　
　
　
　
磯
村
英
一
の
戦
前
期
に
お
け
る
雑
誌
論
文
・
著
作
一
覧清力

水合

洋隆

行男

社会学史関係資料

序

序一二三

社
会
学
関
連
雑
誌
に
お
け
る
著
作
一
覧

社
会
事
業
関
連
雑
誌
に
お
け
る
著
作
一
覧

市
政
関
連
雑
誌
及
び
『
東
京
市
公
報
』
に
お
け
る
著
作
一
覧

　
　
　
　
8
　
日
本
の
都
市
社
会
学
と
磯
村
英
一

　
日
本
の
社
会
学
史
を
ふ
り
か
え
る
と
き
、
社
会
学
全
体
の
展
開
を
考
察

し
て
い
く
作
業
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
戦
後
に
な
っ
て
明
確
と
な
っ
て
く

る
個
別
の
研
究
領
域
の
立
場
か
ら
、
そ
の
系
譜
を
さ
か
の
ぽ
る
視
点
も
必

要
と
な
る
。
本
資
料
は
後
者
の
視
点
か
ら
都
市
社
会
学
に
目
を
む
け
て
、

そ
の
学
史
の
一
端
を
た
ど
る
た
め
に
磯
村
英
一
の
研
究
上
の
足
跡
を
知
る

　
　
　
　
　
　
（
1
）

基
礎
資
料
に
あ
た
る
。

　
戦
後
、
日
本
の
都
市
社
会
学
が
本
格
的
に
展
開
し
て
く
る
な
か
に
あ
っ

て
、
磯
村
の
『
都
市
社
会
学
』
（
一
九
五
三
年
）
は
、
奥
井
復
太
郎
の

『
現
代
大
都
市
論
』
（
一
九
四
〇
年
）
、
鈴
木
栄
太
郎
の
『
都
市
社
会
学
原

理
』
（
一
九
五
七
年
）
な
ど
と
と
も
に
、
日
本
都
市
社
会
学
の
第
一
世
代

に
あ
た
る
先
駆
的
業
績
と
い
え
る
。
磯
村
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
三
巻
か

ら
な
る
『
磯
村
英
一
都
市
論
集
』
［
磯
村
、
一
九
八
九
a
、
一
九
八
九
b
、

一
九
八
九
c
］
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
の

単
行
本
や
論
文
、
調
査
報
告
な
ど
の
な
か
で
主
な
著
作
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
そ
の
論
集
に
は
、
磯
村
自
身
の
手
に
よ
る
回
顧
録
や
、
倉
沢
進
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や
奥
田
道
大
と
い
っ
た
磯
村
の
次
の
世
代
の
都
市
社
会
学
者
ら
に
よ
る
解

説
［
磯
村
、
一
九
八
九
a
、
一
九
八
九
b
］
の
他
、
単
行
本
や
主
な
雑
誌

に
か
ん
す
る
著
作
一
覧
［
磯
村
、
一
九
八
九
c
、
五
七
｝
ー
六
一
〇
頁
］

や
、
著
者
略
歴
［
磯
村
、
一
九
八
九
b
、
九
〇
七
－
九
一
二
頁
］
な
ど
も

付
け
ら
れ
て
お
り
、
磯
村
の
足
跡
を
全
般
的
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
磯
村
の
都
市
社
会
学
の
特
徴
は
、
一
方
で
は
社
会
病
理
現
象
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
る
ス
ラ
ム
や
浮
浪
者
、
売
春
婦
な
ど
の
諸
集
団
へ
の
、
ま
た
一

方
で
は
、
都
市
化
へ
の
適
応
的
な
現
象
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
「
盛
り

場
」
や
「
な
じ
み
社
会
」
な
ど
と
い
っ
た
「
第
三
の
空
間
」
へ
向
け
ら
れ

て
い
る
視
点
で
あ
る
。
こ
の
視
点
を
鈴
木
栄
太
郎
の
視
点
と
対
比
さ
せ
て

い
う
と
、
鈴
木
が
都
市
社
会
研
究
の
対
象
を
「
正
常
人
口
の
正
常
生
活
」

と
呼
ん
だ
世
帯
と
職
場
・
学
校
で
の
生
活
に
お
い
た
の
に
対
し
て
、
磯
村

は
そ
こ
に
収
ま
ら
な
い
部
分
を
“
も
っ
と
も
都
市
ら
し
い
部
分
”
と
し
て

研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
磯
村
の
視
点
は
、
都
市
社
会
学

の
学
説
史
や
学
史
に
お
い
て
十
分
に
評
価
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
評
価
の
仕
方
も
社
会
病
理
現
象
へ
の
視
点
に
用
い
ら
れ
た
シ
カ
ゴ

学
派
の
理
論
や
方
法
に
注
目
す
る
も
の
と
い
え
る
［
倉
沢
、
一
九
六
五
、

鈴
木
広
、
一
九
八
五
］
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
磯
村
に
よ
る
シ
カ
ゴ
派
の
理

論
や
方
法
の
導
入
を
そ
の
背
景
と
と
も
に
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
［
佐
藤
、

一
九
九
二
］
。
そ
う
す
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
都
市
社
会
を
分
析
す
る
視

点
が
構
築
さ
れ
て
き
た
過
程
に
せ
ま
り
た
い
と
考
え
る
。
こ
の
際
に
東
京

市
・
東
京
都
の
役
人
の
時
代
に
発
表
さ
れ
た
多
く
の
著
作
に
目
を
む
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
に
は
、
一
九
五
三
年

に
出
版
さ
れ
た
『
都
市
社
会
学
』
に
連
な
っ
て
い
く
点
と
と
も
に
、
戦
時

期
を
は
さ
ん
で
退
い
て
い
く
点
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
後

者
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
社
会
事
業
論
や
社
会
事
業
調
査
が
含
ま
れ
て

お
り
、
こ
の
点
は
都
市
社
会
学
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
社
会
福
祉
学
の
系

譜
の
な
か
で
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
［
吉
田
、
一
九
八
四
、
一
番

ヶ
瀬
、
　
一
九
八
三
］
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
磯
村
の
業
績
を

評
価
す
る
際
に
、
都
市
の
文
脈
と
社
会
事
業
の
文
脈
と
を
か
ら
め
て
評
価

し
て
い
く
視
点
が
こ
れ
ま
で
準
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

口
　
磯
村
英
一
と
東
京
市
・
社
会
事
業
論

　
磯
村
の
生
活
史
に
つ
い
て
は
、
磯
村
自
身
の
手
に
よ
り
『
私
の
昭
和

史
』
（
一
九
八
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
触

れ
る
に
と
ど
め
る
。
磯
村
は
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）
に
東
京
の

芝
（
現
在
の
港
区
三
田
）
で
生
ま
れ
品
川
の
御
殿
山
で
育
ち
［
磯
村
、
一

九
八
五
］
、
東
京
は
「
か
け
が
い
の
な
い
故
郷
」
と
な
る
［
磯
村
、
　
一
九

七
三
↓
一
九
八
九
c
、
一
一
七
頁
］
。
品
川
の
御
殿
山
か
ら
品
川
小
学
校
、

芝
中
学
校
、
東
京
外
語
学
校
、
さ
ら
に
東
京
帝
国
大
学
に
通
う
。
文
学
部

社
会
学
科
に
入
学
し
た
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
の
九
月
に
「
大
震

火
災
」
が
起
こ
り
、
そ
の
災
禍
を
経
験
す
る
。
ま
た
、
そ
の
と
き
に
留
学

先
の
シ
カ
ゴ
大
学
か
ら
帰
国
し
た
戸
田
貞
三
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な

る
［
磯
村
、
　
一
九
九
三
］
。
戸
田
は
ま
た
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
教
師
や
学
生

が
黒
人
の
生
活
向
上
の
た
め
の
救
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
つ
く
っ
た
ハ
ル
ハ

72



社会学史関係資料

ウ
ス
の
経
験
を
い
か
し
て
東
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
を
本
所
に
つ
く
り
東
京
市

の
救
済
活
動
を
援
助
す
る
が
、
そ
の
救
済
活
動
に
磯
村
も
参
加
す
る
［
磯

村
、
　
一
九
八
五
、
三
六
－
四
二
頁
］
。
ま
た
在
学
中
の
東
京
市
社
会
局
の

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
職
員
と
し
て
「
ど
ん
底
」
社
会
の
調
査
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
た
草
間
八
十
雄
と
と
も
に
仕
事
を
す
る
［
磯
村
、
一
九
八
五
、
五

五
ー
五
七
頁
］
。
ア
ル
バ
イ
ト
が
縁
と
な
っ
て
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五

年
）
に
東
京
市
に
就
職
し
、
社
会
局
、
文
書
課
、
豊
島
区
長
、
牛
込
区
長
、

渋
谷
区
長
な
ど
を
つ
と
め
る
。
そ
こ
で
”
「
官
吏
」
の
身
で
あ
り
な
が
ら
”

と
歓
迎
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
な
が
ら
n
磯
村
、
一
九
八
九
a
、
一
頁
、

七
頁
］
、
資
料
と
し
て
後
出
す
る
よ
う
に
出
版
や
学
術
雑
誌
・
社
会
事
業

関
連
雑
誌
へ
の
寄
稿
を
続
け
る
。
戦
後
、
公
職
追
放
令
に
よ
り
解
職
さ
れ

る
が
そ
の
後
東
京
都
に
復
職
し
、
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
に
「
必

ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
と
は
い
え
な
い
」
状
況
で
東
京
都
立
大
学
へ
と
転
身
す

る
［
磯
村
、
一
九
八
九
b
、
一
頁
］
。
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）
、
定

年
に
よ
り
退
職
し
（
同
年
、
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
）
、
東
洋
大
学
に

移
り
大
学
紛
争
の
時
期
に
学
長
を
経
て
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
に

退
任
（
同
年
、
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
す
る
。
そ
の
他
に
も
、
学
会
や
協

会
、
審
議
会
、
国
際
会
議
な
ど
き
わ
め
て
多
く
の
社
会
的
活
動
や
役
職
を

に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
今
日
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
磯
村
の
戦
前
期
の
問
題
構
成
に
か
ん
す
る
舞
台
と
な
っ
た
東
京
市
の
文

書
課
と
社
会
局
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
文
書
課
の
事
業
の
一
つ
に

『
東
京
市
公
報
』
の
編
纂
が
あ
り
、
磯
村
自
身
も
社
会
事
業
や
社
会
調
査

な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
『
東
京
市
公
報
』
は
、
「
市
の
事
業
を
直
接

市
民
に
周
知
せ
し
む
る
」
こ
と
を
「
本
来
の
使
命
」
と
す
る
が
、
さ
ら
に

「
自
治
観
念
の
酒
養
」
、
「
成
人
教
育
の
一
助
」
を
通
じ
て
「
市
政
の
上
に

貢
献
す
る
」
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
し
て
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）

一
〇
月
に
編
集
方
針
の
刷
新
が
打
ち
出
さ
れ
る
（
『
東
京
市
公
報
』
　
一
〇

月
二
三
日
、
　
一
五
八
九
号
）
。
そ
こ
で
、
　
一
般
投
稿
や
「
時
勢
の
趨
向
に

適
応
し
た
企
画
を
実
現
」
す
る
た
め
の
編
集
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
の
規

約
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
編
集
会
議
の
委
員
に
磯
村
は
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
前
後
の
時
期
に
は
、
市
内
の
震
災
復
興
の
様
子
や
、
市
の
諸
局
・
諸

課
が
お
こ
な
っ
た
統
計
調
査
の
結
果
、
国
内
や
海
外
の
大
都
市
行
政
の
状

況
な
ど
に
か
ん
す
る
多
様
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
戦
時
局

面
が
濃
く
な
る
に
つ
れ
て
、
一
六
頁
に
い
た
っ
た
紙
面
も
二
～
四
頁
ほ
ど

の
薄
い
も
の
と
な
り
、
項
目
も
都
市
計
画
の
告
示
や
そ
の
他
の
公
告
に
限

ら
れ
て
い
く
。
磯
村
の
名
が
『
東
京
市
公
報
』
に
頻
繁
に
み
ら
れ
る
の
は
、

自
治
を
意
識
し
て
紙
面
の
「
充
実
化
」
が
打
ち
だ
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。

ま
た
昭
和
三
年
頃
に
は
、
大
正
末
期
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
『
東
京
市
史

稿
』
の
編
纂
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
［
磯
村
、
一
九
八
五
、
二
三
七
頁
］
。

　
一
方
の
社
会
局
は
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
の
『
東
京
市
社
会
事

業
要
覧
』
に
よ
れ
ば
、
「
欧
州
戦
乱
勃
発
後
、
経
済
事
情
の
変
動
は
人
心

の
不
安
を
増
し
、
思
想
の
動
揺
を
致
し
、
近
代
産
業
組
織
の
余
弊
た
る
労

資
間
の
紛
争
頻
発
す
る
に
至
っ
た
」
（
一
頁
）
と
い
う
危
機
的
状
況
に
際

し
て
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
一
二
月
に
設
置
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

コ
般
救
護
、
経
済
保
護
、
失
業
保
護
、
医
療
保
護
、
児
童
保
護
、
社
会

教
化
等
社
会
事
業
の
各
般
に
亘
る
施
設
を
有
し
」
（
二
頁
）
、
こ
れ
ら
の
社
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会
事
業
に
か
か
わ
る
施
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
一
九
二

〇
年
（
大
正
九
年
）
以
降
、
細
民
調
査
を
軸
に
、
浮
浪
者
、
失
業
者
、
職

業
婦
人
、
児
童
、
社
会
事
業
団
体
な
ど
を
対
象
と
し
た
社
会
事
業
調
査
を

お
こ
な
っ
て
い
る
□
番
ヶ
瀬
、
一
九
八
三
］
。
そ
の
調
査
の
な
か
の
一

つ
・
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
浮
浪
者
お
よ
び

残
食
物
に
関
す
る
調
査
」
に
磯
村
は
大
学
在
学
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て

参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
験
は
「
そ
の
後
の
生
涯
の
コ
ー
ス
を
進
む
う

え
に
お
い
て
も
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
い
っ
て
よ
い
」
［
磯
村
、
　
一

九
八
九
a
、
一
六
頁
］
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。

　
社
会
事
業
に
つ
い
て
理
論
的
に
は
、
『
社
会
事
業
』
（
中
央
社
会
事
業
協

会
）
、
『
社
会
事
業
研
究
』
（
大
阪
社
会
事
業
協
会
）
、
『
社
会
福
利
』
（
東
京

府
社
会
事
業
協
会
）
、
『
社
会
政
策
時
報
』
（
協
調
会
）
な
ど
に
き
わ
め
て

多
く
の
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
磯
村
が
社
会
事
業
論
の
系
譜
に
あ
ら
わ

れ
る
の
は
、
諸
雑
誌
の
改
題
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
期
後
半
以
降

「
慈
善
救
済
」
を
の
り
こ
え
た
「
社
会
事
業
」
が
、
さ
ら
に
「
厚
生
事
業
」

へ
移
っ
て
い
く
「
過
渡
期
」
に
あ
た
る
［
吉
田
、
一
九
八
四
］
。
そ
こ
で

磯
村
は
、
貧
困
問
題
の
根
底
に
階
級
的
対
立
を
と
ら
え
る
唯
物
弁
証
法
の

立
場
に
た
ち
、
「
宗
教
性
」
や
「
人
道
性
」
の
う
え
に
た
つ
海
野
幸
徳
、

福
山
政
一
、
小
沢
一
ら
に
よ
る
「
観
念
的
」
な
社
会
事
業
論
と
論
争
を
し

て
い
く
。
唯
物
論
的
な
立
場
に
は
、
『
社
会
事
業
研
究
』
の
編
集
を
し
て

い
た
大
阪
府
社
会
事
業
主
事
の
川
上
貫
一
が
含
ま
れ
て
お
り
、
東
京
で
は

掲
載
の
難
し
い
「
左
翼
系
論
文
」
を
そ
こ
に
寄
せ
る
［
磯
村
、
一
九
八
九

c
、
六
一
一
頁
］
。
そ
の
他
交
際
の
あ
っ
た
人
物
に
、
大
阪
市
の
社
会
部

長
を
し
て
い
た
山
口
正
や
、
大
阪
市
の
市
民
館
長
を
し
て
い
た
志
賀
支
那

人
な
ど
が
い
る
［
磯
村
、
　
一
九
八
五
、
六
〇
頁
］
。
こ
の
よ
う
な
論
者
の

な
か
で
磯
村
の
社
会
事
業
論
の
特
徴
は
、
社
会
事
業
を
財
源
や
社
会
事
業

関
係
職
員
な
ど
に
か
ん
す
る
問
題
と
と
も
に
都
市
公
営
事
業
に
明
確
に
位

置
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
社
会
事
業
論
が
対
象

と
し
て
い
た
失
業
者
、
婦
人
、
児
童
な
ど
の
諸
集
団
を
対
象
と
し
て
い
る

点
で
は
他
の
社
会
事
業
論
と
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
諸
集
団
に
対

す
る
社
会
事
業
の
実
践
主
体
と
し
て
自
治
体
を
位
置
づ
け
て
い
る
点
で
異

な
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
下
に
お
い
て
思

想
的
な
弾
圧
が
激
し
く
な
る
と
と
も
に
、
社
会
事
業
も
厚
生
事
業
と
し
て

そ
の
対
象
を
貧
困
層
か
ら
庶
民
へ
と
拡
散
し
体
制
化
し
て
い
く
な
か
で
、

後
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
戦
後
の
『
都
市
社
会
学
』
に
連
な
っ
て
い
く

シ
カ
ゴ
学
派
の
紹
介
や
導
入
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
背
景
が
注
目
さ

れ
る
。
一
つ
は
、
社
会
病
理
現
象
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
諸
集
団
に
社
会

事
業
や
社
会
調
査
を
介
し
て
か
か
わ
っ
て
い
く
東
京
市
や
社
会
局
と
の
関

連
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
諸
集
団
を
対
象
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ

ベ
ル
で
問
題
構
成
を
し
て
い
く
社
会
事
業
論
や
そ
の
後
の
社
会
福
祉
論
と

の
交
錯
と
分
岐
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
注
目
し
て
磯
村
の
足
跡

を
み
て
い
く
と
き
、
上
述
の
業
績
一
覧
［
磯
村
、
一
九
八
九
c
、
五
七
一

－
六
一
〇
頁
］
の
戦
前
期
は
、
後
に
再
録
し
た
単
行
本
と
と
も
に
『
社
会

事
業
研
究
』
の
掲
載
論
文
な
ど
に
限
ら
れ
て
お
り
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
こ
こ
で
は
戦
前
期
の
論
文
に
つ
い
て
と
り
わ
け
重
要
と
な
る
三
つ
の
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領
域
、
す
な
わ
ち
（
一
）
社
会
学
関
連
、
（
二
）
社
会
事
業
関
連
、
（
三
）

市
政
関
連
を
中
心
に
磯
村
英
一
の
業
績
資
料
を
一
覧
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
一
覧
す
る
に
あ
た
っ
て
、
雑
誌
名
は
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
改
題
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ま
ず
そ
の
刊
行
主
体
と
な
っ
て
い
る
機
関
・
団
体

名
を
示
し
、
そ
の
次
に
改
題
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
う

え
で
、
出
版
年
順
に
掲
載
論
文
を
一
覧
し
た
。
ま
た
時
事
的
問
題
な
ど
に

つ
い
て
編
集
委
員
な
ど
か
ら
共
通
の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
共
通
テ
ー
マ
を
【
　
】
の
内
に
示
し
た
う
え
で
磯
村
の
論
文
名

を
示
し
た
。
ま
た
『
東
京
市
公
報
』
に
つ
い
て
は
、
磯
村
の
個
人
名
で
掲

載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
社
会
局
や
文
書
課
な
ど
の
名
に
よ
る
も
の

は
対
象
か
ら
は
ず
し
た
。

日
　
『
都
市
社
会
学
』
ま
で
の
単
行
本
一
覧
（
再
録
）

　
本
資
料
の
目
的
は
戦
前
期
に
お
け
る
雑
誌
論
文
や
記
事
の
一
覧
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
磯
村
の
業
績
の
全
体
像
と
と
も
に
み
て
い
く
た
め
に
、
戦
前

期
の
単
行
本
を
磯
村
二
九
八
九
c
］
よ
り
引
用
し
て
一
覧
す
る
（
五
七

三
ー
五
七
四
頁
）
。
ま
た
、
時
期
と
し
て
は
戦
後
に
な
る
が
、
磯
村
の
都

市
社
会
学
的
視
点
が
最
初
に
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
刊
行
さ
れ
た
『
都
市

社
会
学
』
を
一
つ
の
区
切
り
と
考
え
、
そ
こ
ま
で
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
。

社会学史関係資料
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法学研究67巻6号（’94：6）

一
九
二
八
年
三
月

一
九
三
〇
年
三
月

一
九
三
四
年
九
月

　
　
　
　
　
九
月

｝
九
三
六
年
五
月

一
九
三
九
年
一
月

一
九
四
〇
年
一
月

一
九
五
〇
年
四
月

一
九
五
三
年
四
月

一　
　
e

『
社
会
学
雑
誌
』

一
九
二
六
年
一

一
九
二
七
年
三

　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
　
八

細
民
の
出
産
率
に
関
す
る
調
査

無
宿
者
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
（
ネ
ル
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
著
）
訳

新
世
界
史
読
本
（
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ
ー
ト
ン
著
）
訳

母
を
救
え
（
シ
ル
ビ
ヤ
・
パ
ン
ス
カ
ー
ト
著
）
牧
賢
一
と
共
訳

区
の
研
究

厚
生
運
動
概
説
（
社
会
事
業
叢
書
第
1
3
号
）

防
空
都
市
の
研
究

都
市
の
発
達

都
市
社
会
学

社
会
学
関
連
雑
誌
に
お
け
る
著
作
一
覧

　
　
日
本
社
会
学
会

　
　
　
　
（
一
九
二
四
年
五
月
～
一
九
三
〇
年
九
月
）

　
一
月
三
一
号

二
一
月
三
二
号

　
月
三
五
号

　
月
三
六
号

　
月
三
八
号

七
月
三
九
号

　
月
四
〇
号

　
　
同

都
市
出
産
率
の
低
下
と
細
民
階
級

（
紹
介
批
評
）
ク
ィ
ー
ン
・
ア
ン
「
社
会
病
理
学
」

（
紹
介
批
評
）
ム
カ
ー
ジ
ェ
ー
「
地
域
的
社
会
学
」

本
邦
都
市
に
於
け
る
社
会
事
業
調
査
機
関
と
そ
の
文
献

（
紹
介
批
評
）
バ
ー
ジ
ェ
ス
「
都
市
社
会
」

（
紹
介
批
評
）
統
計
的
序
曲
と
し
て
の
社
会
学
の
序
曲
「
社
会
統
計
」

英
米
に
於
け
る
社
会
調
査
と
そ
の
文
献

（
紹
介
批
評
）
ノ
ー
ス
「
社
会
的
分
化
論
」

に
関
す
る
新
刊
二
つ

東
京
市
役
所

東
京
市
役
所

　
　
同
人
社

　
東
洛
書
院

　
市
政
人
社

　
常
盤
書
房

　
　
万
里
閣

　
六
三
書
院

　
　
有
斐
閣

（
掲
載
頁
）

六
〇
－

八
七
－

九
五
－

八
七
－

八
一
－

九
。
－

七
三
－

九
四
－

九八九八九九八七八二二四七六八一

76



社会学史関係資料

九
月
四
一
号

一
〇
月
四
二
号

　
　
　
　
　
一
一
月
四
三
号

　
　
　
　
　
一
二
月
四
四
号

一
九
二
八
年
一
月
四
五
号

　
　
　
　
　
二
月
四
六
号

　
　
　
　
　
五
月
四
九
号

　
　
　
　
　
一
〇
月
五
四
号

　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
三
月
五
五
号

一
九
二
九
年

一
二
月
五
六
号

二
月
五
八
号

五
月
六
一
号

七
月
六
三
号

九
月
六
五
号

一
〇
月
六
六
号

一
月
六
七
号

（
紹
介
批
評
）
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
「
都
市
社
会
学
」
の
二
研
究

文
化
意
識
の
発
達
と
人
口
減
衰
の
諸
兆

　
－
智
識
階
級
婦
人
の
出
産
率
に
関
す
る
研
究
1

（
紹
介
批
評
）
モ
ー
ラ
ー
F
家
族
分
解
論
」

（
紹
介
批
評
）
ボ
ガ
ー
ダ
ス
「
社
会
学
及
び
社
会
調
査
」

社
会
事
業
概
念
の
限
定
に
つ
い
て

貧
困
と
犯
罪
と
の
関
係
に
つ
い
て

▲
支
那
社
会
学
界
瞥
見

社
会
学
に
お
け
る
統
計
調
査
の
意
義

（
紹
介
批
評
）
山
口
正
「
都
市
社
会
事
業
の
諸
問
題
」

（
紹
介
批
評
）
カ
ヴ
ァ
ン
「
自
殺
論
」

（
紹
介
批
評
）
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
「
都
市
社
会
学
」

人
口
問
題
の
社
会
生
物
学
的
基
礎

　
ー
職
業
別
出
産
率
と
交
接
頻
数
の
関
係
ー

（
紹
介
批
評
）
「
社
会
調
査
法
に
関
す
る
新
著
三
篇
」

（
紹
介
批
評
）
人
文
地
理
学
報
「
都
市
地
理
研
究
」

（
紹
介
批
評
）
東
京
市
編
纂
「
東
京
市
史
稿
」

（
紹
介
批
評
）
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
「
都
市
社
会
学
」

（
紹
介
批
評
）
モ
ー
ラ
ー
「
家
族
紐
帯
の
違
緩
」

（
紹
介
批
評
）
タ
ウ
ン
ロ
ー
「
細
民
地
区
問
題
」

（
紹
介
批
評
）
サ
イ
モ
ン
「
細
民
区
改
良
法
」

（
紹
介
批
評
）
ヒ
ー
ラ
ー
「
同
盟
罷
業
」

集
団
と
し
て
の
都
市
の
特
質

八
。
－
八
四

一
－
看

五九八八四九七八八八八〇七七五五三三三二l　　I　　l　　l　　I　　I　　l　　l　　I　　l

七九九九四九八八八八一二〇〇六九九八六五

一九九八八九八九八一一〇四三〇八四五I　　I　　l　　l　　I　　I　　I　　I　　l

三九九八八九九九八〇三一六四一〇五八
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法学研究67巻6号（’9416）

一
九
〇
五
年
二
月
七
〇
号
　
（
紹
介
批
評
）
リ
ン
ゼ
ー
「
友
愛
結
婚
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紹
介
批
評
）
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
「
職
業
婦
人
」

　
　
　
　
　
六
月
七
四
号
　
（
紹
介
批
評
）
ゾ
ー
バ
ウ
「
細
民
地
区
」

　
　
口
　
日
本
社
会
学
会

『
年
報
社
会
学
』
（
一
九
三
三
年
二
一
月
～
一
九
四
三
年
七
月
。
全
九
輯
）

一
九
四
〇
年
第
七
輯
　
集
団
に
現
れ
た
事
変
の
威
圧

一
九
四
一
年
第
八
輯
　
【
日
本
社
会
学
会
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
臨
時
大
会
報
告
】

　
　
　
　
　
　
　
　
隣
組
を
中
心
と
す
る
社
会
意
識
の
発
展

九
七
－

九
九

八
七
－

九
八

八
九

　　（三＿掲
丙公載
II頁＝ゴー）
一九五七

78

二
　
社
会
事
業
関
連
雑
誌
に
お
け
る
著
作
一
覧

　
　
日
　
中
央
社
会
事
業
協
会

『
慈
善
』
（
一
九
〇
九
年
七
月
、
一
編
一
号
～
一
九
一
七
年
八
月
、
八
編
四
号
）

↓
『
社
会
と
救
済
』
（
一
九
一
七
年
一
〇
月
、
一
巻
一
号
～
一
九
一
二
年
三
月
、

↓
『
社
会
事
業
』
（
一
九
二
一
年
四
月
、
五
巻
一
号
～
一
九
四
一
年
一
二
月
、

　
号
は
休
刊
）

↓
『
厚
生
問
題
』
（
一
九
四
三
年
一
月
、
二
六
巻
一
号
～
一
九
四
四
年
一
〇
・

四
巻
一
二
号
。

二
五
巻
一
二
号
。

一
巻
は
六
号
ま
で
）

途
中
七
巻
七
号
～
二
一
号
、

二
　
　
一
二
月
、
二
八
巻
一
〇
号
）

二
三
巻
一
〇
号
～
一
二

　　　
　　し　　

九九禁
ゆ　ベ　ロ

蕪華

　O
月月

一
巻
七
号

一
巻
一
〇
号

転
換
期
に
直
面
せ
る
本
邦
都
市
に
於
け
る
公
営
社
会
事
業

社
会
事
業
に
於
け
る
社
会
調
査

（
掲
載
頁
）

　
　
九
－
函

　
輔
三
－
蓋



社会学史関係資料

一
九
二
九
年

一
九
三
〇
年

二
月
二
巻
二
号

三
月
一
一
巻
一
二
号

五
月
一
二
巻
二
号

六
月
一
二
巻
三
号

八
月
一
二
巻
五
号

一
〇
月
一
二
巻
七
号

一
月
一
二
巻
一
〇
号

四
月
二
二
巻
一
号

六
月
一
三
巻
三
号

九
月
一
三
巻
六
号

一
〇
月
二
二
巻
七
号

一
月
一
三
巻
一
〇
号

　
　
　
　
　
二
月
二
二
巻
二
号

　
　
　
　
　
五
月
一
四
巻
二
号

　
　
　
　
　
七
月
一
四
巻
四
号

　
　
　
　
　
九
月
一
四
巻
六
号

一
九
三
一
年
五
月
一
五
巻
二
号

一
九
三
二
年
一
月
一
五
巻
一
〇
号

　
　
　
　
　
二
月
一
五
巻
二
号

一
九
三
三
年
一
月
一
六
巻
一
〇
号

　
　
　
　
一
一
月
一
七
巻
八
号

　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
九
二
七
年
度
米
国
社
会
事
業
文
献
解
題

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
社
会
事
業

公
営
施
設
発
達
過
程
に
於
け
る
公
私
共
同
経
営

社
会
過
程
に
於
け
る
救
済
観
念
の
変
遷

社
会
事
業
に
於
け
る
集
団
的
困
窮
の
取
扱

書
店
争
議
と
そ
の
雇
用
事
情

公
営
社
会
事
業
従
業
員
と
其
の
給
与

少
年
職
業
問
題
の
社
会
的
意
義

予
算
よ
り
見
た
る
六
大
都
市
社
会
事
業

都
市
計
画
と
し
て
の
社
会
事
業

失
業
問
題
の
認
職
不
足
と
其
の
対
策
の
矛
盾

【
社
会
事
業
を
如
何
に
大
衆
化
す
べ
き
か
】

　
政
治
戦
線
へ
の
社
会
事
業
の
進
出

社
会
事
業
科
学
へ
の
反
逆

交
通
労
働
に
於
け
る
少
年
雇
用
の
意
義

昭
和
五
年
度
予
算
よ
り
見
た
る
六
大
都
市
社
会
事
業

湯
銭
値
下
問
題
の
計
数
的
基
礎

昭
和
六
年
度
六
大
都
市
社
会
事
業
予
算
の
比
較

【
救
護
法
実
施
記
念
号
】
大
都
市
に
於
け
る
救
護
法
運
用
の
難
点

社
会
事
業
に
於
け
る
社
会
調
査
の
取
扱

都
市
に
於
け
る
社
会
事
業
統
制
問
題
の
展
望

婦
人
職
業
進
出
の
社
会
的
波
紋

〈
ブ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
i
〉
山
口
正
著
『
社
会
事
業
研
究
』
を
読
む

四三一六　五三二一　一七三六五九二三〇二五二五二I　I　I　I　l　I　I　l　I　I　I　I

五四一七　五四二二　二七〇二九八七八〇五二四〇五

四
干
窒

暑
丁
三
九

茎
－
八
四

八
干
杢

二
〇
－
三
三

三
－
天

　〒　六

五
〇
－
五
四

二
五
－
三
一

一
二
⊥
三

79
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一
九
三
九
年
一

一
九
四
〇
年
六

『
厚
生
問
題
』

一
九
四
二
年
二

一
九
四
三
年
三

一
九
四
四
年
七

月
二
二
巻
一
〇
号

月
二
四
巻
六
号

月月月

八七六
巻巻巻
七三二
号号号

口
　
大
阪
社
会
事
業
協
会

新
東
亜
建
設
段
階
に
於
け
る
日
本
社
会
事
業
の
使
命

統
制
初
期
に
於
け
る
社
会
事
業
の
形
態

大
陸
か
ら
内
地
へ
の
社
会
施
策
断
層

戦
後
市
民
生
活
指
導
の
応
急
対
策

決
戦
措
置
と
し
て
の
厚
生
事
業
疎
開
問
題

一
－
　
九

蓋
－
一
一
一
。

一七七l　l　l

五七五

80

『
救
済
研
究
』
（
一
九
一
三
年
八
月
～
一
九
二
二
年
七
月
、
一
〇
巻
七
号
）

↓
『
社
会
事
業
研
究
』
（
一
九
二
二
年
八
月
、
一
〇
巻
八
号
～
一
九
四
二
年
一
二
月
）

↓
『
厚
生
事
業
研
究
』
（
一
九
四
三
年
一
月
、
三
一
巻
一
号
～
一
九
四
四
年
二
月
、
三
二
巻
一
号
）

『
社
会
事
業
研
究
』

一
九
二
八
年
八
月
一
六
巻

八
号

九
月
一
六
巻
九
号

一
〇
月
一
六
巻
一
〇
号

月

六同
巻

号

同

【
社
会
事
業
苦
悶
の
諸
相
と
そ
の
打
開
】

　
社
会
事
業
に
お
け
る
階
級
性
の
進
展

公
営
社
会
事
業
財
源
の
確
立
に
就
い
て

社
会
事
業
の
発
生
と
私
有
財
産
制
度

　
－
資
本
主
義
社
会
に
於
け
る
社
会
事
業
理
論
1

【
公
私
社
会
事
業
の
領
域
】
社
会
事
業
分
野
の
階
級
的
対
立
へ

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
社
会
事
業
戦
術
の
問
題

　
－
社
会
事
業
の
発
生
と
私
有
財
産
制
度
（
二
）
1

【
社
会
事
業
の
政
策
化
へ
の
新
展
開
】

　
社
会
政
策
と
し
て
の
公
営
事
業
統
制
論

（
掲
載
頁
）

　
四
。
－
四
八

宍
－
一
三

二
七
－
　
三
四

一五
I　I

七一

茎
⊥
。
四



社会学史関係資料

　
　
　
　
　
一
二
月
一
六
巻
二
一
号

一
九
二
九
年
一
月
一
七
巻
一
号

　
　
　
同

二
月
一
七
巻
二
号

四
月
一
七
巻
四
号

五
月
一
七
巻
五
号

六
月
一
七
巻

七
月
一
七
巻

八
月
一
七
巻

　
　
　
同

九
月
一
七
巻

八七六
口　 口　 口
7ヲ7ヲ7ヲ

九
号

一
〇
月
一
七
巻
一
〇
号

一
月
一
七
巻
二
号

　
　
　
　
　
一
二
月
一
七
巻
一
二
号

一
九
三
〇
年
一
月
一
八
巻
一
号

　
　
　
　
　
二
月
一
八
巻
二
号

【
産
児
制
限
問
題
】
社
会
事
業
と
し
て
の
産
児
制
限
論
の
矛
盾

社
会
事
業
理
論
と
し
て
の
社
会
民
主
主
義
批
判

　
－
唯
物
弁
証
法
的
社
会
事
業
観
に
対
し
て
ー

【
救
貧
問
題
】
救
貧
問
題
の
過
渡
的
取
扱
方
法
に
関
し
て

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
的
社
会
事
業
観
を
排
撃
す

　
1
福
山
氏
の
批
判
に
答
ふ
1

社
会
事
業
と
し
て
の
モ
ツ
プ
ル
運
動

　
－
階
級
社
会
事
業
家
の
消
極
的
任
務
ー

全
国
の
社
会
事
業
員
よ
団
結
せ
よ

　
1
唯
物
弁
証
法
的
社
会
事
業
観
の
旗
施
の
下
に
1

資
本
主
義
社
会
事
業
機
構
の
解
剖

社
会
事
業
に
於
け
る
協
同
組
合
運
動
の
批
判

社
会
事
業
家
教
育
機
関
設
置
の
必
要
あ
り
や

社
会
事
業
理
論
の
返
上
ー
再
び
福
山
君
の
批
判
に
答
ふ
1

社
会
事
業
理
論
の
限
界
効
用
説
に
就
い
て

　
1
資
本
主
義
的
社
会
事
業
観
の
実
践
的
帰
結
に
つ
い
て
1

失
業
対
策
と
し
て
の
公
益
事
業
統
制
論

　
－
企
業
統
制
か
ら
利
潤
統
制
へ
ー

【
社
会
事
業
に
於
け
る
全
国
的
連
絡
統
制
問
題
】

　
如
何
に
し
て
全
国
社
会
事
業
協
会
を
改
組
す
る
か

速
に
府
県
社
会
事
業
主
事
の
行
詰
ま
り
を
打
開
せ
よ

家
族
制
度
の
崩
壊
と
社
会
事
業
の
相
関
々
係

政
戦
に
際
し
て
の
社
会
事
業
当
面
の
問
題

三
丁
一
一
一
九

三
二
－
　
四
一

…
－
一
石

柔
－
髭

茜
－
二
〇

箕
－
酉

一
－

一
－

一
－

六
九
－

三
九
－

四七　　　 一
七九七七一一

／’￥

曇
丁
一
一
一
。

一
－
　
五

四
七
－
至

四
三
－
四
八
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三
月
一
八
巻
三
号

　
　
　
　
　
六
月
一
八
巻
六
号

　
　
　
　
　
九
月
一
八
巻
九
号

　
　
　
　
　
一
一
月
一
八
巻
一
一
号

　
　
　
　
　
一
二
月
一
八
巻
一
二
号

一
九
三
二
年
一
月
二
〇
巻
一
号

一
九
三
三
年
四
月
一
二
巻
四
号

　
　
　
　
　
七
月
二
一
巻
七
号

一
九
三
四
年
二
月
二
二
巻
二
号

　
　
　
　
　
四
月
二
二
巻
四
号

　
　
　
　
　
九
月
二
二
巻
九
号

　
　
　
　
　
一
〇
月
二
二
巻
一
〇
号

一
九
三
五
年
三
月
二
三
巻
三
号

　
　
　
　
　
七
月
二
三
巻
七
号

一
九
三
九
年
五
月
二
七
巻
五
号

一
九
四
〇
年
一
月
二
八
巻
一
号

　
　
　
　
　
九
月
二
八
巻
九
号

　
　
　
　
　
一
二
月
二
八
巻
一
二
号

一
九
四
一
年
九
月
二
九
巻
九
号

一
九
四
二
年
九
月
三
〇
巻
九
号

『
厚
生
事
業
研
究
』

一
九
四
三
年
　
一
旦
三
巻
一
号

社
会
政
策
と
し
て
の
失
業
対
策
の
限
界

都
市
社
会
事
業
経
営
の
理
論
的
根
拠

右
翼
社
会
事
業
理
論
の
展
開
ー
小
沢
氏
の
近
業
に
関
連
し
て
ー

現
代
社
会
事
業
経
営
の
根
拠
に
就
い
て

社
会
事
業
に
於
け
る
理
論
と
戦
術
の
混
乱

社
会
政
策
と
人
口
問
題

児
童
養
育
問
題
の
社
会
学
的
考
察

社
会
事
業
に
於
け
る
都
市
と
農
村
の
対
立

東
京
市
に
於
け
る
区
社
会
課
設
置
に
関
す
る
諸
問
題

非
常
時
に
際
し
て
の
社
会
事
業
理
論
の
再
燃

ア
メ
リ
カ
家
族
の
職
業
及
経
済
状
態
の
変
遷

日
本
女
性
の
母
性
観
念
に
就
い
て

日
本
社
会
事
業
第
三
期
の
動
向
と
見
透

日
本
社
会
事
業
に
於
け
る
封
建
思
想
の
批
判

五
月
日
支
事
変
と
社
会
事
業
理
論
の
再
検
討

革
新
分
野
に
於
け
る
社
会
事
業
の
想
定

社
会
事
業
理
論
と
し
て
の
「
犠
牲
均
分
」
の
思
想

国
土
計
画
に
於
け
る
厚
生
施
策
の
重
点

臨
戦
社
会
政
策
体
制
に
対
す
る
要
望

広
域
文
化
施
策
と
し
て
の
厚
生
事
業

戦
争
生
活
と
厚
生
事
業

丁
三

　　　一蕊　一八三五六一二　二　六　一三一二八一二五六六一一七一〇九〇一一l　I　l　I　I　I　l　l　l　I　I　I　I　l　l　l　l　I

　　　一四　一九四六六一　　二一六　一四三八三八五〇三〇六六　六七四三六九

五
四
－
美
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日
　
東
京
府
社
会
事
業
協
会

『
東
京
府
慈
善
協
会
会
報
』
（
一
九
一
七
年
五
月
～
一
九
二
〇
年
六
月
一
〇
号
）

↓
『
東
京
府
社
会
事
業
協
会
会
報
』
（
一
九
二
〇
年
一
二
月
一
一
号
～
一
九
二
九
年
一
〇
月
二
二
巻
一
〇
号
）

↓
『
社
会
福
利
』
（
一
九
二
九
年
一
一
月
ニ
ニ
巻
一
一
号
～
一
九
四
〇
年
九
月
二
四
巻
九
号
）

↓
『
厚
生
事
業
』
（
一
九
四
〇
年
一
〇
月
二
四
巻
一
〇
号
～
一
九
四
四
年
五
・
六
月
二
八
巻
五
・
六
号
）

『
東
京
府
社
会
事
業
協
会
会
報
』

一
九
二
八
年
五
月
三
七
巻

　
　
　
　
　
九
月
四
〇
巻

　
　
　
　
　
二
月
四
二
巻

一
九
二
九
年
二
月
一
三
巻
二
号

　
　
　
　
　
六
月
ご
二
巻
六
号

ソ
シ
ア
ル
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
社
会
事
業

社
会
事
業
に
於
け
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
批
判

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
の
機
構
と
そ
の
転
向
に
就
て

南
京
特
別
市
政
に
於
け
る
社
会
行
政

【
未
来
を
語
る
】
俸
給
被
雇
者
と
し
て
の
立
場
か
ら

（
掲
載
頁
）

四
一
丁

一
－

〒三
－

一
三
－

二』…三　五六ノ～六四一

社会学史関係資料

『
社
会
福
利
』

一
〇
三
〇
年
九
月

　
　
　
　
　
一
〇
月

　
　
　
　
　
一
一
月

一
九
三
一
年
一
月

　
　
　
　
　
一
〇
月

　
　
　
　
一
二
月

同同

近
代
母
性
観
念
に
於
け
る
階
級
関
係

〈
社
会
問
題
用
語
引
字
〉
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ

不
景
気
の
斎
す
社
会
事
業
の
繁
栄

〈
座
談
会
〉
サ
ラ
リ
：
マ
ン
と
し
て
の
社
会
事
業
家

〈
社
会
問
題
用
語
引
字
〉
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

帝
都
を
中
心
と
す
る
社
会
事
業
の
特
徴

財
政
上
よ
り
見
た
る
六
大
都
市
事
業
の
批
判

社
会
事
業
よ
り
見
た
る
帝
都
市
域
の
拡
張
問
題

二
〇
－

三
一三

－

茜二
六

一　 一九〇二二九三
I　I　I

七四六
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一
九
三
二
年
四
月

　
　
　
　
　
六
月

　
　
　
　
　
一
二
月

一
九
三
三
年
一
〇
月
一
七
巻
一
〇
号

　
　
　
　
　
二
月
一
七
巻
二
号

一
九
三
四
年
九
月
一
八
巻
九
号

一
九
三
五
年
二
月
一
九
巻
二
号

　
　
　
　
　
四
月
一
九
巻
四
号

一
九
三
八
年
一
二
月
二
二
巻
二
号

一
九
三
九
年
五
月
二
三
巻
四
号

一
九
四
〇
年
四
月
二
四
巻
四
号

四
　
協
調
会

『
社
会
政
策
時
報
』

一
九
二
七
年
八
月

　
　
　
　
　
一
一
月

　
　
　
　
　
一
二
月

一
九
二
八
年
四
月

　
　
　
　
　
七
月

一
九
二
九
年
一

帝
都
に
於
け
る
隣
保
事
業
の
行
詰
と
そ
の
将
来

〈
座
談
会
〉
都
市
拡
張
と
社
会
事
業
施
設

都
制
と
帝
都
の
社
会
事
業
に
就
て

大
東
京
実
現
後
に
於
け
る
社
会
事
業
の
変
遷

帝
都
社
会
事
業
の
地
方
分
権
確
立
に
就
い
て

再
び
区
社
会
課
の
使
命
を
論
ず

社
会
事
業
に
於
け
る
公
私
共
同
経
営
論

　
－
特
に
公
営
社
会
事
業
行
詰
の
打
開
策
と
し
て
1

社
会
事
業
資
金
の
統
制
に
就
い
て

〈
座
談
会
〉
戦
時
及
戦
後
に
於
け
る
社
会
事
業
の
動
向
並
体
制

社
会
事
業
と
厚
生
運
動

戦
時
下
社
会
事
業
理
論
の
動
向

（
一
九
二
〇
年
九
月
～
一
九
四
六
年
六
・
七
月
）

八
三
号

八
六
号

八
七
号

九
一
号

九
四
号

　
月
一
〇
〇
号

四
月
一
〇
三
号

六
月
一
〇
五
号

社
会
政
策
の
基
調
と
し
て
の
都
市
人
口
の
周
流

本
邦
都
市
に
於
け
る
少
年
雇
用
事
情
（
上
）

本
邦
都
市
に
於
け
る
少
年
雇
用
事
情
（
下
）

本
邦
市
営
事
業
に
於
け
る
雇
用
事
情

本
邦
市
営
事
業
に
於
け
る
労
働
運
動

都
市
交
通
労
働
婦
人
の
雇
用
事
情

都
市
土
木
事
業
に
於
け
る
雇
用
事
情

本
邦
商
業
使
用
人
の
就
業
時
間

四　　　　　　　　　　　　　六　 三
八二二二二八二I　　l　　l　　I　　l　　l　　l

五　　　　　　　　　　　　　 ／～　三
一二二　九　 七　 六　 五　 九　 七

六　 ノ～　〇　 二
I　　I　　I　　l

一　 二　 二　 七

（
掲
載
頁
）

　
五
⊥
δ
七

　
六
九
⊥
。
O

　
甕
五
⊥
七
一
一
一

　
一
二
一
－
一
四
五

　
四
八
－
七
一

　三垂⊥一

一
六
八

　
一
四
一
－
一
六
一

　
二
八
去
四
。
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社会学史関係資料

　
　
　
　
　
九
月
一
〇
八
号

一
九
三
〇
年
四
月
一
一
五
号

　
　
　
　
　
七
月
一
一
八
号

一
九
三
一
年
六
月
一
二
九
号

一
九
三
二
年
五
月
一
四
〇
号

　
　
㈲

『
私
設
社
会
事
業
』

本
邦
都
市
を
中
心
と
す
る
失
業
問
題
の
帰
趨

東
京
府
市
の
失
業
救
済
事
業

【
六
大
都
市
に
於
け
る
失
業
救
済
事
業
】
東
京
府
市
の
失
業
救
済
事
業

中
小
商
工
業
を
続
る
失
業
問
題

満
蒙
を
対
象
と
す
る
社
会
政
策
の
基
調

全
日
本
私
設
社
会
事
業
連
盟

　
　
　
（
一
九
三
三
年
二
月
～
一
九
四
三
年
一
月
）

一
九
三
五
年
七
月
三
〇
号

一
九
三
六
年
五
月
三
九
号

　
　
　
　
　
九
月
四
三
号

　
　
　
　
　
一
二
月
四
九
号

一
九
三
七
年
一
月
五
〇
号

　
　
㈱

『
方
面
時
報
』

一
九
三
八
年
三
月
六
巻
一

　
　
　
　
　
四
月
七
巻

　
　
　
　
　
五
月
七
巻

　
　
㈹
　
東
京
市
社
会
局

『
方
面
時
報
』

一
九
二
五
年
一
一
月
二
巻

調
査
機
関
の
拡
充
と
活
用

東
京
市
政
の
革
新
と
社
会
事
業

研
究
部
　
牧
委
員
ヘ

ベ
ル
リ
ン
よ
り

ベ
ル
リ
ン
か
ら
　
第
二
信

全
国
方
面
委
員
連
盟

（
一
九
一
一

一
三
年
八
月
～
一
九
四
一
年
八
月
）

　
　
　
二
号
　
社
会
調
査
の
理
論
と
実
際

　
　
　
一
号
　
社
会
調
査
の
理
論
と
実
際

　
　
二
号
　
社
会
調
査
の
理
論
と
実
際

（
一
九
二
三
年
～
一
九
三
九
年
三
月
）

　
　
　
　
　
七
号
　
〈
資
料
〉
（
訳
）

（（（
）））

社
会
事
業
と
社
会
学
の
関
係

／～一　 二二一五一四五l　l　l　l　l
ノ～二　 四四五一九六三
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一
九
二
八
年
六
月

帝
都
に
於
け
る
方
面
委
員
制
度
の
特
質

三
　
市
政
関
連
雑
誌
及
び
『
東
京
市
公
報
』
に
お
け
る
著
作
一
覧

　
　
e
　
東
京
市
政
調
査
会

『
都
市
問
題
』
（
一
九
二
七
年
七
月
～
）

一
九
二
七
年
一
一
月
五
巻
五
号

一
九
二
八
年
八
月
七
巻
二
号

一
九
三
七
年
一
〇
月
二
五
巻
四
号

一
九
四
一
年
七
月
三
三
巻
一
号

一
九
四
三
年
一
月
三
六
巻
一
号

　
　
　
　
　
六
月
三
六
巻
六
号

一
九
四
四
年
七
月
三
九
巻
一
号

　
　
口
　
東
京
市

『
東
京
市
公
報
』
（
一
九
〇
〇
年
八
月
、

　
一
九
四
三
年
六
月
、
三
七
二
三
号
。

一
九
二
八
年
二
月
四
日
一

二
月
七

本
邦
都
市
社
会
行
政
の
現
在
及
将
来

都
市
の
特
質
よ
り
観
た
る
帝
都
社
会
事
業
の
批
判

（
第
五
回
後
藤
子
爵
記
念
市
民
賞
三
等
授
賞
）

欧
米
の
職
業
紹
介
制
度
の
近
情
に
就
て

東
京
の
開
港
と
京
浜
港
の
性
格

戦
時
下
大
都
市
の
配
給
問
題

所
謂
過
大
都
市
論
へ
の
反
省

食
糧
配
給
調
整
の
次
の
段
階

　
　
　
　
　
一
号
～
一
九
〇
七
年
六
月
、
一
五
六
号
。

　
　
　
　
　
以
後
『
東
京
都
公
報
』
に
改
題
）

　
　
四
七
九
号
　
公
営
事
業
の
市
営
化
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
公
益
事
業
と
は
何
か

日
一
四
八
○
号
　
公
営
事
業
の
市
営
化
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
定
義

一
九
一
六
年
七
月
、
一
号
～

（
掲
載
頁
）

　
三
干
査

　
6
七
⊥
二
六

六
九
－

二
丁

四
一
一
丁

一
－

二
一
丁

二一五三七九一一七r六七

（
掲
載
頁
）

二
一
四
－
　
二
一
五

茜
四
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二
月
九
日
一
四
八
一
号

二
月
一
四
日
一
四
八
二
号

二
月
一
六
日
一
四
八
三
号

二
月
一
八
日
一
四
八
四
号

二
月
二
三
日
一
四
八
六
号

二
月
二
五
日
一
四
八
七
号

三
月
二
〇
日
一
四
九
七
号

三
月
二
二
日
一
四
九
八
号

三
月
二
四
日
一
四
九
九
号

三
月
二
七
日
一
五
〇
〇
号

公
営
事
業
の
市
営
化
（
三
）

　
二
（
続
き
）
　
三
　
公
益
事
業
の
範
囲

公
営
事
業
の
市
営
化
（
四
）

　
三
（
続
き
）
　
五
　
米
国
に
於
け
る
市
営
事
業
の
発
達

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

公
営
事
業
の
市
営
化
（
六
）

　
五
（
続
き
）

公
営
事
業
の
市
営
化
（
七
）

　
五
（
続
き
、
完
）

公
営
事
業
の
市
営
化
（
八
）

　
（
日
本
の
公
営
事
業
に
つ
い
て
～
九
）

公
営
事
業
の
市
営
化
（
九
）

南
支
都
市
巡
礼
（
一
）

　
支
那
の
町
？
　
上
海
市
（
一
）

南
支
都
市
巡
礼
（
二
）

　
支
那
の
町
？
　
上
海
市
（
二
）

　
　
▽
新
公
園
の
朝
▽
バ
ン
ド
ヘ
▽
工
部
局

南
支
都
市
巡
礼
（
三
）

　
支
那
の
町
？
　
上
海
市
（
三
）

　
　
▽
工
部
局
▽
承
安
公
司
へ

南
支
都
市
巡
礼
（
四
）

　
上
海
よ
り
長
江
を
遡
る

　
　
▽
承
安
公
司
（
二
）
▽
上
海
城
内
▽
東
亜
文
書
院

　
　
▽
野
球
見
物
▽
丁
丸
乗
船

二
六
二
－
柔
三

看
亨
宅
六

一
一
九
二
－
二
九
三

三
〇
八
－
一
一
一
〇
九

三
四
二
－
　
三
四
三

三
杢

五
三
〇
1
　
五
三
二

究
四
－
五
九
五

五
五
九
－
美
〇

五
七
㌘
五
八
三
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南
支
都
市
巡
礼
（
五
）

　
古
都
南
京
を
訪
ふ
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヤ
ン
チ
ャ
ン

　
　
▽
長
江
を
遡
る
▽
下
関
へ

南
支
都
市
巡
礼
（
六
）

　
古
都
南
京
を
訪
ふ
（
二
）

　
　
▽
南
京
領
事
館
▽
明
太
祖
の
陵
▽
泰
准
の
タ
ベ

南
支
都
市
巡
礼
（
七
）

　
水
郷
蘇
州
に
遊
ぶ
（
一
）

　
　
▽
馬
盧
馬
を
騎
る
▽
虎
丘
▽
苔
橋
の
趣
▽
北
寺
の
塔

南
支
都
市
巡
礼
（
八
）

　
水
郷
蘇
州
に
遊
ぶ
（
二
）

　
　
▽
寒
山
寺
▽
留
園
の
夕
べ

南
支
都
市
巡
礼
（
九
）

　
西
湖
畔
に
抗
州
を
尋
ぬ
（
一
）

　
　
▽
戦
雲
脹
る
▽
西
湖
畔
漫
歩

南
支
都
市
巡
礼
（
一
〇
）

　
西
湖
畔
に
抗
州
を
尋
ぬ
（
二
）

　
　
▽
西
湖
舟
遊
▽
雷
峯
塔

南
支
都
市
巡
礼
（
一
一
）

　
西
湖
畔
に
抗
州
を
尋
ぬ
（
三
）

　
　
▽
尽
忠
報
国
▽
呉
山
登
臨

南
支
都
市
巡
礼
（
一
二
）

　
再
び
上
海
か
ら
北
支
の
旅
へ

五
八
九
－
五
九
〇

奈
？
六
6

杢
九
－
杢
一

六
四
三
－
　
六
四
四

六
杏
－
六
六
二

窒
↑
套
八

六
九
〇
－
六
九
一

萎
一
丁
苫
五

88

三
月
二
九
日
一
五
〇
一
号

三
月
一
一
二
日
一
五
〇
二
号

四
月
五
日
一
五
〇
三
号

四
月
七
日
一
五
〇
四
号

四
月
一
〇
日
一
五
〇
五
号

四
月
一
二
日
一
五
〇
六
号

四
月
一
四
日
一
五
〇
七
号

四
月
一
七
日
一
五
〇
八
号



社会学史関係資料

六
月
一
六
日
一
五
三
四
号

　
　
　
　
　
八
月
一
六
日
一
五
八
O
号

　
　
　
　
　
八
月
一
八
日
一
五
八
一
号

　
　
　
　
　
八
月
二
三
日
一
五
八
二
号

　
　
　
　
　
八
月
三
〇
日
一
五
八
五
号

　
　
　
　
　
九
月
六
日
一
五
八
八
号

　
　
　
　
　
九
月
八
日
一
五
八
九
号

　
　
　
　
　
九
月
一
一
日
一
五
九
〇
号

　
　
　
　
　
九
月
一
五
日
一
五
九
二
号

　
　
　
　
　
一
二
月
一
五
日
一
六
〇
九
号

一
九
二
九
年
四
月
二
日
一
六
四
九
号

　
　
　
　
　
四
月
四
日
一
六
五
〇
号

　
　
　
　
　
四
月
九
日
一
六
五
二
号

　
　
　
　
　
四
月
二
日
一
六
五
三
号

　
　
　
　
　
四
月
一
六
日
一
六
五
五
号

　
　
　
　
　
四
月
三
〇
日
一
六
六
一
号

　
　
　
　
　
五
月
一
四
日
一
六
六
七
号

五
月
一
六
日
】
六
六
八
号

五
月
一
八
日
】
六
六
九
号

五
月
一
二
日
一
六
七
〇
号

　
　
▽
虹
口
の
広
場
▽
オ
ル
ト
ン
の
別
宴

【
市
民
論
文
に
当
選
し
た
本
市
の
四
者
】

　
私
の
描
い
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
ヘ
の
道

本
市
営
公
益
事
業
の
概
況
（
一
）

本
市
営
公
益
事
業
の
概
況
（
二
）

本
市
営
公
益
事
業
の
概
況
（
三
）

本
市
営
公
益
事
業
の
概
況
（
四
）

本
市
営
公
益
事
業
の
概
況
（
五
）

本
市
営
公
益
事
業
の
概
況
（
六
）

本
市
営
公
益
事
業
の
概
況
（
七
）

本
市
営
公
益
事
業
の
概
況
（
八
）

公
営
事
業
余
剰
の
社
会
政
策
的
使
用
に
就
て

支
那
の
首
都
南
京
特
別
市
の
市
政
府
の
行
政
組
織

支
那
の
首
都
南
京
特
別
市
の
市
政
府
の
財
政

支
那
の
首
都
南
京
特
別
市
の
市
政
府
の
土
木
行
政

支
那
の
首
都
南
京
特
別
市
の
市
政
府
の
教
育
行
政

支
那
の
首
都
南
京
特
別
市
の
市
政
府
の
保
健
行
政

支
那
の
首
都
南
京
特
別
市
の
市
政
府
の
社
会
行
政

救
護
法
の
制
定
と
都
市
社
会
事
業
（
一
）

　
1
特
に
本
市
方
面
委
員
制
度
と
の
関
係
に
就
い
て
ー

救
護
法
の
制
定
と
都
市
社
会
事
業
（
二
）

救
護
法
の
制
定
と
都
市
社
会
事
業
（
三
）

救
護
法
の
制
定
と
都
市
社
会
事
業
（
四
）

一
三
七

蓋
五
四
⊥
五
美

一
看
一
⊥
五
芙

一
六
。
五
⊥
六
宅

一
六
毛
⊥
奎
三

一
六
究
⊥
七
8

一
七
一
六
－
一
七
一
八

一
竺
七
⊥
七
一
三

一
七
六
四
－
一
七
六
五

二
三
四
四
－
一
一
三
四
九

五
某
－

五
九
八
－

六
究
－

奎
八
－

六
七
〒

七
五
丁

八
六
一
丁

五
八
〇

六
8

六
三

六
聖

六
茜

七
五
四

八
六
四

八
七
㍗
八
八
一

八
九
六
－
八
九
八

九
工
↑
九
天
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五
月
二
三
日
一
六
七
一
号

一
九
三
〇
年
一
月
一
八
日
一
七
六
七
号

　
　
　
　
　
一
月
二
三
日
一
七
六
九
号

　
　
　
　
　
一
月
二
五
日
一
七
七
〇
号

　
　
　
　
　
一
月
二
八
日
一
七
七
一
号

　
　
　
　
　
六
月
一
九
日
一
八
二
九
号

　
　
　
　
　
六
月
二
四
日
一
八
三
一
号

　
　
　
　
　
六
月
二
六
日
一
八
三
二
号

一
九
三
一
年
八
月
四
日
一
九
九
八
号

ノ＼

月
六
日
一
九
九
九
号

八
月
八
日
二
〇
〇
〇
号

救
護
法
の
制
定
と
都
市
社
会
事
業
（
五
）

都
市
社
会
政
策
の
根
本
問
題
（
一
）

都
市
社
会
政
策
の
根
本
問
題
（
二
）

都
市
社
会
政
策
の
根
本
問
題
（
三
）

都
市
社
会
政
策
の
根
本
問
題
（
四
）

最
近
に
於
け
る
都
市
社
会
行
政
の
転
向
に
就
て
（
上
）

　
一
　
事
業
施
設
の
発
展
、
二
　
事
業
発
達
の
経
路

最
近
に
於
け
る
都
市
社
会
行
政
の
転
向
に
就
て
（
中
）

　
三
　
事
業
管
理
の
現
状

最
近
に
於
け
る
都
市
社
会
行
政
の
転
向
に
就
て
（
下
）

　
四
　
事
業
統
制
の
問
題
、
五
　
社
会
行
政
の
転
化

社
会
事
業
に
於
け
る
社
会
調
査
の
意
義
（
一
）

　
一
　
社
会
調
査
の
意
義

　
　
一
　
主
観
的
要
因
、
二
　
客
観
的
要
因
、

　
　
三
　
社
会
事
業
に
於
け
る
意
義

社
会
事
業
に
於
け
る
社
会
調
査
の
意
義
（
二
）

　
二
　
社
会
調
査
の
基

　
　
一
　
血
縁
社
会
、
二
　
利
益
社
会

社
会
事
業
に
於
け
る
社
会
調
査
の
意
義
（
三
）

　
三
　
社
会
調
査
の
分
類

　
　
一
　
総
括
調
査
、
三
　
特
殊
調
査

　
四
　
社
会
調
査
の
方
法

　
　
一
　
大
量
調
査
法
、
二
　
個
別
調
査
法

杢
㍗

八
山
↑

三
七
－

酉
了E

T 九
三
二

八
八

三
八

丙
四

一
五
三

一
〇
八
二
ー
一
〇
八
三

一
一
一
四
－
一
一
一
五

≡
三
⊥
三
三

一
四
四
〇
1
一
四
四
二

丙
五
九

一
四
七
六
－
一
四
七
八
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八
月
二
日
二
〇
〇
一
号

八
月
】
八
日
二
〇
〇
四
号

一
九
三
七
年
四
月
一
日
二
八
三
三
号

　
　
　
　
　
四
月
一
五
日
二
八
三
八
号

　
　
　
　
　
七
月
三
一
日
二
八
八
三
号

ノ＼

月
七
日
二
八
八
五
号

八
月
一
二
日
二
八
八
七
号

八
月
一
七
日
二
八
八
九
号

社
会
事
業
に
於
け
る
社
会
調
査
の
意
義
（
四
）

　
（
四
　
続
き
）
三
　
そ
の
他
の
調
査
方
法

社
会
事
業
に
於
け
る
社
会
調
査
の
意
義
（
五
）

　
五
　
社
会
調
査
の
標
本

　
　
一
　
準
備
の
期
間
、
二
　
施
行
の
期
間
、
三
　
整
理
の
期
間
、

　
　
四
　
記
述
の
期
間
、
五
　
利
用
の
期
間

欧
州
都
市
の
区
政
素
描

ロ
ン
ド
ン
市
会
の
総
選
挙

欧
米
都
市
行
政
参
考
資
料
（
一
）

　
ー
一
般
借
覧
の
需
め
に
応
ず
1

　
其
の
一
　
独
逸
の
部

　
其
の
二
　
米
国
の
部
（
一
）

欧
米
都
市
行
政
参
考
資
料
（
二
）

　
其
の
二
　
米
国
の
部
（
二
）

　
　
（
二
）
市
政
一
般
並
調
査
、
（
三
）
社
会
問
題

欧
米
都
市
行
政
参
考
資
料
（
三
）

　
其
の
二
　
米
国
の
部
（
三
）

　
（
四
）
保
健
対
策
、
（
五
）
社
会
問
題
、
（
六
）
教
育
、
（
七
）
財
務
税
金
、

欧
米
都
市
行
政
参
考
資
料
（
四
）

　
其
の
二
　
米
国
の
部
（
四
）

　
　
（
七
）
続
き
、
（
八
）
博
覧
会
、
（
九
）
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
、
（
一
〇
）
交
通
、

　
　
（
二
）
そ
の
他

　
其
の
三
　
雑
の
部

西
杢

一
五
三
四
－
一
五
三
六

六
九
五
－
　
六
九
六

七
九
四
－
七
九
六

一
六
六
九
⊥
六
苫

吾
薯
⊥
七
〇
八

一
七
四
五
－
一
七
四
六

壱
公
－
喜
八
六
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九
月
七
日
二
八
九
八
号

九
月
一
四
日
二
九
〇
一
号

九
月
一
六
日
二
九
〇
二
号

欧
米
都
市
行
政
参
考
資
料
（
五
）

　
其
の
四
　
独
逸
の
部
（
続
）

欧
米
都
市
行
政
参
考
資
料
（
六
）

　
其
の
五
　
米
国
の
部
（
続
）

欧
米
都
市
行
政
参
考
資
料
（
七
）

　
其
の
六
英
国
の
部

　
其
の
七
　
仏
国
の
部

　
其
の
八
　
雑
の
部

囲（
1
）
　
今
日
、
都
市
社
会
や
地
域
社
会
を
分
析
す
る
際
に
い
く
つ
か
の
方
法
が
と

　ら

れ
て
お
り
、
そ
の
方
法
論
的
な
系
譜
を
農
村
社
会
学
に
た
ど
っ
て
い
く
こ
と

　も

で
き
る
［
布
施
・
小
林
、
　
一
九
七
九
］
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
分
析
視
角
の

　
生
成
を
分
析
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
都
市
社
会
と
の
関
係
か
ら
再
考
す
る
こ
と

　
に
主
眼
を
お
き
、
明
確
に
都
市
を
対
象
と
し
た
社
会
学
的
な
視
点
を
遡
る
こ
と

　
に
よ
っ
て
、
都
市
社
会
学
の
学
史
の
一
端
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
す

　
る
。
都
市
社
会
学
に
つ
い
て
学
史
の
視
点
か
ら
問
題
提
起
を
し
検
討
し
た
も
の

　とし

て
佐
藤
ロ
九
九
二
］
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
、
学
史
の
検
討
に

　
際
し
て
方
法
論
的
な
検
討
も
必
要
と
す
る
視
点
か
ら
秋
元
［
一
九
九
二
］
の
コ

　
メ
ン
ト
が
あ
る
。

（
2
）
　
（
五
）
は
欠
。

［
文
献
］

秋
元
律
郎
、

一
九
九
二
、
「
都
市
社
会
学
研
究
史
の
方
法
的
視
点
」
倉

充
至
⊥
九
垂

二
。
二

二
豊
。
⊥
豆
一

　
沢
進
・
町
村
敬
志
（
編
）
『
都
市
社
会
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
　
ー

　
構
造
・
空
間
・
方
法
』
日
本
評
論
社
。

布
施
鉄
治
・
小
林
甫
、
　
一
九
七
九
、
「
現
段
階
に
お
け
る
地
域
社
会
研

　
究
・
序
説
」
、
地
域
社
会
研
究
会
（
編
）
『
地
域
社
会
研
究
の
現
段
階

　
的
課
題
』
時
潮
社
。

一
番
ヶ
瀬
康
子
、
一
九
八
三
、
「
日
本
社
会
事
業
調
査
史
」
、
社
会
福
祉

　
調
査
研
究
会
（
編
）
『
戦
前
日
本
の
社
会
事
業
調
査
』
勤
草
書
房
。

磯
村
英
一
、
　
一
九
七
三
、
『
東
京
は
よ
み
が
え
る
か
ー
遷
都
論
批
判
』

　
日
本
経
済
新
聞
社
（
磯
村
コ
九
八
九
c
］
に
所
収
）
。

磯
村
英
一
、

磯
村
英
一
、

磯
村
英
一
、

磯
村
英
一
、

磯
村
英
一
、

一
九
八
五
、
『
私
の
昭
和
史
』
中
央
法
規
。

一
九
八
九
a
、
『
磯
村
英
一
都
市
論
集
1
』
有
斐
閣
。

一
九
八
九
b
、
『
磯
村
英
一
都
市
論
集
n
』
有
斐
閣
。

一
九
八
九
c
、
『
磯
村
英
一
都
市
論
集
皿
』
有
斐
閣
。

一
九
九
三
、
「
戸
田
貞
三
と
日
本
社
会
学
の
軌
跡
」
川
合

隆
男
監
修
『
戸
田
貞
三
著
作
集
・
別
巻
』
大
空
社
。
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倉
沢
進
、
一
九
六
五
、
「
都
市
社
会
学
の
展
開
と
現
状
」
、
尾
高
邦
雄
・

　
福
武
直
（
編
）
『
二
〇
世
紀
の
社
会
学
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

佐
藤
健
二
、
　
一
九
九
二
、
「
都
市
社
会
学
の
社
会
史
－
方
法
分
析
か
ら

　
の
間
題
提
起
1
」
、
倉
沢
進
・
町
村
敬
志
（
編
）
『
都
市
社
会
学
の
フ

　
ロ
ン
テ
ィ
ア
　
ー
　
構
造
・
空
間
・
方
法
』
日
本
評
論
社
。

鈴
木
広
、
一
九
八
五
、
「
概
説
　
日
本
の
社
会
学
都
市
」
、
鈴
木
広
・

　
高
橋
勇
悦
・
篠
原
隆
弘
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
日
本
の
社
会
学
　
7

　
都
市
』
東
京
大
学
出
版
会
。

社
会
事
業
史
文
献
調
査
会
（
編
）
、
一
九
八
七
、
『
社
会
事
業
雑
誌
目
次

　
総
覧
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
。

吉
田
久
一
、
一
九
八
四
、
『
社
会
事
業
理
論
の
歴
史
』
（
二
版
）
一
粒
社
。
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